
鏡野町立香々美小学校 

学校支援ボランティア登録票 
 

※登録くださる方は、この用紙に必要事項をご記入の上、香南公民館に提出してください。 

この登録票でご家族３名まで登録できます。足りない場合は香南公民館に用紙があります。 

（記入日： 令和   年   月   日）  

１ 

ふりがな  

男・女 

支援できる項目の番号 

氏 名 
 

よろしければ 

ご記入ください 
携帯電話番号  その他、得意分野・取得資格などがあればご記入ください。 

メールアドレス  

２ 

ふりがな  

男・女 

支援できる項目の番号 

氏 名 
 

よろしければ 

ご記入ください 
携帯電話番号  その他、得意分野・取得資格などがあればご記入ください。 

メールアドレス  

３ 

ふりがな  

男・女 

支援できる項目の番号 

氏 名 
 

よろしければ 

ご記入ください 
携帯電話番号  その他、得意分野・取得資格などがあればご記入ください。 

メールアドレス  

住 所 
〒 

連絡先 
ご自宅 TEL（                                ） 

ご自宅 FAX（                                ） 

ご家族に香々美小学校の児童がいる場合は、 

その学年に○をしてください。 
1年・2年・3年・4年・5年・6年 

 
支援内容 

学習補助 教育支援 環境整備 

①田植え・稲刈り 

②山登り引率補助 

③和楽器体験補助 

④茶道体験 

⑤豆腐づくり 

⑥校外学習引率補助 

⑦裁縫指導の補助 

⑧ミシン操作の補助 

⑨調理実習補助 

⑩毛筆習字の補助 

⑪工作・絵画の補助 

⑫パソコン操作の補助 

⑭昔遊び支援（↓可能なものに○） 

・けん玉 ・おはじき ・あやとり 

・かるた ・コマ回し ・お手玉 

・竹馬  ･その他（        ） 

⑮本の読み聞かせ 

⑯清掃活動の補助 

⑰昔の生活・用具の話 

⑱餅つき 

⑲お飾りづくり 

⑳芸術鑑賞会の補助 

㉑農業体験・見学 

作物名（         ） 

㉒植木の剪定・害虫駆除 

㉓花壇・畑の清掃や除草 

㉔落ち葉掃き 

㉕雪かき 

㉖施設の補修・修繕 

㉗運動場等の草取り・草刈り 

安全支援 

㉘見守りボランティア 

（児童の登下校時の安全見守り） 

⑬クラブ活動指導（↓可能なものに○） 

[・ふるさと探検 ・生け花 ・茶道 ・陶芸 ・囲碁 ・将棋 ・スポーツ（       ）・その他（       ）] 

※ 現在、ボランティア登録している方も、上記に支援可能な項目がある方は、ご記入の上提出ください。 

※ ボランティア登録している方への支援依頼・ご連絡については、学校からの支援依頼がある場合に、

公民館長(地域コーディネーター)が直接いたします。 

※ ご記入いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。 

※ 詳しいお問い合わせは、香南公民館までお願いします。  TEL：56-０３２７  FAX：56-0022  



 

香々美小学区の皆様 

                                            香々美小学校                  

学校運営協議会会長 大林 哲   

校長 杉本 智子 

学校支援ボランティア登録のお願い 
 

香々美小学校区の皆様方におかれましては、平素より本校の教育活動に対し格別のご理解とご支援を

賜り、心より厚くお礼申し上げます。地域の皆様方に支えられ、児童は元気いっぱい学校生活を送ってお

ります。 

さて、令和４年度より、香々美小学校は、学校運営協議会を設置したコミュニティ・スクールとして、教育

活動に取り組んでおります。 

学校運営協議会とは、地域の方々も学校の協働経営者として参画することで、より「地域とともにある

学校」をめざしていく仕組みです。現在は地域・保護者代表として８名が委員となり、年間５回の協議を進

めて参りました。 

以下、地域の皆様方に「学校支援ボランティア登録」のお願いをするにあたって、これまでの経緯を簡

単にお知らせします。 

 

１ めざす子どもの姿 

第１回・第２回の会議では、委員と学校との

「こんな子どもに育って欲しい」願いを語り合い

ました。最終的に右図の３点にまとめ、学校運営

協議会のめざす子どもの姿として共有しました。 

 

２ 活動の方向性 

第３回の会議では、上記の「３つの子どもの姿」をめざした活動の方向性について熟議を重ね、以下

の３点に集約しました。 

 

 

 

 

 

 

３ 具体的な活動 

第４回の会議では、今まで話し合ってきたことを実現するために、具体的にどうしていくか、今年度で

きることについて協議し、来年度以降に向けての基盤作りを進めることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学校支援ボランティア人材バンクの作成 

第５回の会議では、人材バンク作成の手順について話し合いました。まず、地域の方がどんな得意分

野をもっておられるか、どのように学校と係わっていただけるかを知る必要があります。そのための方法

として作らせていただいたのが、この登録票です。 

 

地域の皆様とふれあう中で、子ども達は地域の良さや人の温かさを知

ることでしょう。将来、進学や就職で地域を出たとしても、また、この地域に

帰って活躍してくれたり、いつまでも地域のことを誇りに思ってくれたりす

る人材を育てていこうと、学校運営協議会では、夢を語っています。 

地域の皆様方に、ぜひお力をお貸しいただければ幸いです。 

学校運営協議会
の様子は、ホー
ムページからも
ご覧いただけま
す。 

   地域を愛する子ども 

    人とのつながりを大切にする子ども 

    困難に負けず、たくましく生きる子ども 

・ より多くの人と触れ合える場や、地域を知る機会を設ける。 

・ ゲストティーチャーを招く。地域の方に気軽に学校に来ていただく。 

地域の人にも、学校行事に積極的に参加していただき、つながりをもつ。 

「香々美小人材バンク」のような仕組みを作る。 

地域の人が子どもたちに教えたり（ものづくり、栽培活動、農業など）、子どもたちが 

地域に出て行って地域の方と関われたりするような仕組みを作る。 

学校は、子どもたちが地域に手伝っていただきたいことと、地域に対してできること 

についてまとめる。 

来年度に向けての基盤作りを進める 


